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「北の大地☆子ども未来づくり北海道計画」について

子どもや子育てをみんなで応援するステージ

取組の方向性 主な取組内容

○結婚支援に関する情報提
供

婚活者向け相談会、結婚応援フォーラム、市町村向けセミナー及びオンライン婚活イベントの開催、結婚
応援サイトの構築・運営等

妊娠や出産を支援するステージ

取組の方向性 主な取組内容

○母子保健サービスの推進
体制の整備

全道立保健所に設置している「女性の健康サポートセンター」において、女性の健康上の相談に応じると
ともに、健康保持や予防に関する普及啓発、不妊治療に関する専門相談を実施

子育てを支援するステージ

取組の方向性 主な取組内容

○教育・保育の一体的提供
の促進

子ども・子育て支援新制度を着実に推進し、待機児童の解消や質の高い教育・保育の提供体制を確保する
ため、市町村等へ助言や支援等を実施

子育ちや自立を支援するステージ

取組の方向性 主な取組内容

○社会的養護自立支援の推
進に向けた取組

児童養護施設等の退所者に対し、進学や就職のための準備費用を支給し、自立に向けた支援を行うほか、
生活費の貸付を実施

平成16年（2004年）に、「北海道子どもの未来づくりのための少子化対策推進
条例」を全国に先駆けて制定。

平成17年度（2005年度）から４期20年にわたり、少子化対策の取組を推進。
現在の第４期計画（令和２年度～６年度）の主な取組内容は以下。

第４期計画（現行計画）
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 少子化社会対策大綱

 子供・若者育成支援推進大綱

 子供の貧困対策に関する大綱

※こども基本法第９条第３項

 都道府県は、こども大綱を勘案して、「こども計画」を策定する。

 第４期北の大地☆子ども未来づくり北海道計画
（計画期間：令和２年度～６年度）

 第２次北海道青少年健全育成基本計画
（計画期間：令和２年度～６年度）

 第２期北海道子どもの貧困対策推進計画
（計画期間：令和２年度～６年度）

※こども基本法第10条第１項、第３項、第４項

国の動き

北海道の取組

次期「北の大地☆子ども
未来づくり北海道計画」
（令和７～11年度（予定））

こども大綱（R５年12月閣議決定）
今後５年程度を見据えた

こども施策の基本的な方針や重要事項等

※「北海道こども計画」として策定

次期「北の大地☆子ども未来づくり北海道計画」



次期「北の大地☆子ども未来づくり北海道計画」
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（１）計画策定の根拠
• こども基本法第10条第１項に基づく「都道府県こども計画」として策定。

（２）基本理念
• こども大綱が目指す、全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に幸福な生活を送ること

ができる「こどもまんなか社会」の実現を目指す。
• 具体的には、こども・若者を権利の主体として認識し、尊重し、権利を保障し、最善の利益を
図る、こども・若者の意見を聴き、対話しながら進める等。

策定に当たっての基本的な考え方

 ５月17日（金）に審議会で議論を開始。夏に骨子案、秋に素案、年明けに案文を調査審議し、令和
７年４月施行を目指す。

 「こども基本法」において、こども施策に対するこども等の意見反映が規定されていること等を踏

まえ、策定初期の段階からこどもの意見を聴取し、反映する取組を実施。
※こども基本法第11条

スケジュール（予定）

 こども施策審議会で調査審議。

審議体制



こどもの意見を道の施策に反映するための取組
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対象：保健福祉、環境、経済、農政、教育など道の政策10分野

時期：①意見募集 ５／10～５／31

②学校での意見交換（14振興局エリアの小中高生）７～12月

こどもの意見反映推進事業

対象：全ての計画・条例等

時期：それぞれの計画等の策定に応じた時期

こども向けパブリックコメント（Ｒ５試行、Ｒ６本格実施）

ほっかいどう こどものいけん 🔍

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/kms/kodomoikenkeikaku.html


